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写真説明；い室までと違って辿力があると思われるのも進理，ヘリコプタ
ーから搬影したものの2倍{illしです。王滝徴林珊管内の伐採現勘， ヒノキ
を主とした天然林の美林。通砿な幹からは鮭良'1，がとれることでしょう。
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天然色であるのに対し， その範囲内よりやや長い

波長の赤外線部分にも感じ，写されたものの赤外

線による像も現象によって肉眼に見える色として

表わすフィルムである。

とすればもし肉眼で見える波長の範囲内での差

よりも．赤外線部分の反射量の差の方が大きいも

の．たとえば水の分布.植物の種類や生育の述､､，

被害木，地被植生の存在などはパンクロや天然色

写真よりもより判別しやす､､記録となるはずであ

る。

白黒の赤外フィルムでは、 この差は濃淡で表わ

すだけであるので柑当変わった感じにはなるがそ

れほどとっぴなものとはならない。だが赤外カラ

ーとなるとこの赤外部分を色で表わす。とb･うこ

とは元来蕊から赤までの色しかなL､ものの一つを

これに|趾きかえねばならないことであり． ‘それに

つれて他のすべての波長の光についても色の陣取

りが始蚕る。そしてオミットされるものも出てく

るとし､うことである。

このため赤外カラーの色は肉眼で感じる物の色

とば同時には表わせないcだがそれが調べる目的

のものを色の違いとしてよりよく判別出来るよう

に補強される場合には前記の乳バット的効果が表

われその存在が明らかに記録される。

通常この色彩は赤外線部分を赤く、 肉眼で赤と

感ずる光は縁に．緑ば青にと表わされる。そして

青の部分はカットされる．

1． フォールスカラーとは

元来プォールス(false)と、､う英語にばにせ

ものの」とか「不正な」などあまりうれしくない

感じを含んでL,る°それから出来た言莱ブォール

スアイ（義眼)、 フォールスティース（義歯）な

ど．確かに本物にしくわないが，けっしてそれは

人をだますことを目的にしたものではな、､。もっ

ともフォールスヘアー（つけ毛）フォールスイー

ズ（乳パット）となるとすっかりだまされる人も

多かろうが， この場合でもだまされてL,る方がよ

ほど楽しかろう．少なくともペクソコよりポイン

の方がずっとよ、､世の中である。

ここで述べるフォールスカラーも「そのもの自

体の色で嘘なしが， 目'''りに合うようにhliなわれた

色」とし､うことになる｡

そのようなカラー写爽に赤外カラーと二棚カラ

ーがあり前者は米国にお､て，後者はソ連にお､、

て開発されて来た。現在，後帝についてはまだ日

本で試象られたことがないが，前蒋については昨

年秋以来，林業試験場航測研究室においてもその

林業上への応用効果， また利川開発への検討が進

められているので， これについて述べて象よう。

~

■‐刊

2．赤外カラーの原理

現在使われて、､るこの写真のフィルムば．変ツ

ク社の「ニクタクローム赤外航空フィルム8443

型とL､われるもので23×23cm凧のほ力･に35

nlnl用のものも発売されてL､ろ。性質はちょうど

白黒でパンク律フィルムに対する赤外線フィルム

と同じような関係を天然色のカラーフィルムに対

して持っているものである。とし､うことは人IHIの

肉眼で見える光線，つまり亜色から赤までの範囲

に感光し、それを忠実に卿現しようとするものが

3． 開発の過程

翠したたる新緑は普通の天然色写真では目に見

える通りに再現される。もしその中に緑のペンキ

で塗った小屋があったとしても録一色の中に埋も

れてなかなか見出せない。これを赤外カラーで写

－3－
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鋪 1． 表 朔2表 (42年11月下旬）

肉眼で見
える色

表わ
れる
さ
色

写された物 炎わされる色 写された植物

健康な落莱樹の菜

病害または元気のな､､莱

常 緑 樹

青 虫

蕊

背 空

赤､， （ラ

黄色L、貝殻

背
紅
色
熱
粁
禍

赤
↓
禍
茂

芝．地表雑草，枯れたもの

活力あるもの

落莱広紫樹．枯莱
〃 紅葉

常緑〃 （茶のカシ等）

針･葉樹マツ（健康）

〃 （虫害変色）
〃 枯損

〃 ヒノキ，スギ

竹

湿地（ヨシ,スギナ,カヤ）

褐
褐
紅
緑
蒜

一
緑
一
一
〃
↓

黄
茨
黄
濃
濯

禍
紅
緑
菰
赤
紅
白
色
黄
録

鐸
淡
蜂
読
漫
漫
灰
紫
白
購

黄
紅

緑
濃
紅
粁
紺

苗

濃
淡
緑
緑したならば，新緑の木舞は燃えるがごとき鮮紅と

なって表われる。それは木の葉からは緑の波長の

光よりも赤外線部分の光線の方が数倍多く反射し

ているからである。しかし緑のペンキにはそれ峰

ど赤外線はなL､ので小屋は宵く記録される結果と

なる。

これで明らかなようにこのフィルムはカムフラ

ージュ発見の軍4噸的をもって鮒二次大戦中に猟

発されたものである。そして1947年に発表され

たこのフィルムの前身のものは「カムフラージュ

看破(CamouflageDetection)フィルム」と呼ば

れ,以来1962年にこの改良型が発表されるまでは

C.Dフィルムと称されて来た。これにつb､ては

すでに米国寧真測餓学会の「写典判統大鑑｣(1960

年刊行)にも林業,股業部門弊への応川効果が示さ

れている。この新型が発表された後憾ことにこ

こ数年，盛んにこの赤外カラー写典利川の研究報

告が主として米国写ｴⅧ|雌学会誌をにぎわすよう

になって来た。これは耶辨Ll約をはなれてこのフ

ィルムの一般産業への利川が注目され， また利川

可能への態勢がととのいはじめたからであろう。

筆者も1959年，米国柵在中この一端に接し大

↓､に利用の意欲をそそられたものである。その後

日本でも科学技術庁．防災科学センター等を通じ

国産フィルム開発への努力は続けられてし､るが，

残念ながらまだ満足すべき国産製品は縛られてい

ない現況にある。

4． 実際どう写るか

＝ダック社のこのフィルムに対する税りj艦には

いろ、､ろの例があげてあるが，そのうちわれわれ

に関係ありそうなものを第1表に示すb
もちろんこれらは撮影の時季や日照の具合あ

る､､は被写体までの距離， フィルターなどで相当

変わる。また現象発色の処理で進↓､のでることは

確かであるが， まず青色以下をカットするための

黄プィルターを用いた場合の標準である。

過去の報告では林木の樹種による反射光の相異

は緑色帯の範囲より赤外部分の差が大き&､ことは

知られている。これも撮影の時期によって表われ

方が大きく変化するか，広葉樹は赤そして針葉樹
は紫紅がかったものが基本的な色でそれが樹勢
の消長により変化することが知られ、 これによる

病虫蒋の発見に対する報告が多く見られる。
米I到フロリダ州での柑橘額の調盃例では病害と

ネマ1，－嬬喋について， その被害が肉|恨で発見が

可能とな為まえに写爽上で指摘しうることが出来

そうだと言って↓､るが，撮影季節等につ↓Ⅷても，

もっと多くの条件につ､､て調べて見なければなら

なL､としてL,る。

また．テネシー州東部での松類に対する虫害調

強の報告では「針葉が変色するようになればよく
わかるが．ただ虫に食われただけでは判定困難で

ある」としている。これは機械的に食害されてい

るだけでは反射波長に変化が生じるほずかなく．

樹勢が衰えて初めて赤外線にも変化が生じるので

あろう。しかしすでに肉眼でもわかるような場合

でもその発生の分布や被害の量などは地上調査で

はとても正確におさえられな､､であろう。ことに

米国南西部では松毛虫が年3～6回発生する。
このようなとき調査は完全に一時点でくり返し

行なわれねばならず，現地調査は写真利用による

《
一

《
γ
一

一-一一 ・1 ．－－－
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①赤外カラーより復製の白黙写真
NゞL混交天然生林中針莱樹（モミ，ツカ．
スギ）の難が抽出された例

鰯1凶

の比較バソクロ写典
邪下，高尾山悶右林縮尺約1/5,000

よりすでに瀞葉したもの． また紅紫中のものもあ

り、 また地表械生も生育の差が一難でない。その

ためさまざまな色調上の変化が現われた。植生以

外におL､て特に蒋しいのは水分の差による表土の

色の述､､である。

裸出した土は乾いてL,れば白いが， そのような

所は蹄熟固められたもの．伽壊ヵ所など．あるい

は砂礫，砂場などで多少なりとも水分のあるもの

はその含熟具合により淡緑から濃緑のむらとなっ

て我われる。刈跡の水田，造成地などで特に薯し

い鋪装逆．建造物等人工物は均一な色調で天然物

とは明らかに区分される。

また水面は暇!『色であるが濁るにつれて明るく

コ,<ルト状となり．著しく浮淋物かあるとハレー

シ塾ソを生ずる。

植生は明らかな発色をするので裸地との区別は

きわめて明瞭である｡植物の状態は第2表に示す。
これらによって特に著しく現われたものは， ゴ

ルフ場の芝の活力あるもの（グリーン）の分布と

形，立木の樹柵の混交。虫害アカマツ，柚損アカ

マツの存在位世，果樹園，植栽広紮樹．竹,ササ，

フジ， クズ，茶．イチ麓ウ，アペマキ等特殊械生

サンプリング標本の調査に切り換えることが適切

であ論としている。

これらのほか植物の生長か土壌条件に左右され

ることにより棉の木の写真から土壌中の塩分の推

定の例， また地下の遺跡を械物の生長差により発

見する試みも報告されている。

5． 朴業試験場の実験資料から

前記のごとく当方の航測研究室でも昨秋来蒋干

の実験を始めてはL､たが， この赤外カラーの林業

に対する応用効果とその利用法を根本的iこ検討

し、今後の林業技術の発展を期そうとすることに

対して．林野庁関係諸氏の深も､ご理解と厚いご協

力淫よって．本年鹿より本格的な研究が進められ

ることとなった。したがって詳細の報告ば今後の

実験待ちであるが今までの資料で特異な点を述べ

て畢よう。

1. 11月下旬撮影(東京近郊峡山湖付近),この地

域は峡山湖をめぐりアカマツを主体として若干の

落葉および常緑広蕊樹の混交した天然風致林であ

り．内部にゴルフ場，遊園地等の厚生施設， また

農地,宅地等を有するやや復雑な椛成地帯である。

撮影時がちェうど紅葉季の後半であり，樹穂に

‐
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第2図赤外カラーより複製，北海通トムラウシ天然生林

の存在位置と分布などがある。

12月末（落葉期撮影）

東京都下八王子,林試浅川実験林および高尾山。

都内、 目黒区，林業試験場周辺。

農地，道路，芝等の色識ま前者》こ'可じ． この期

間ば落葉広葉樹は完全に地肌をすかせているので

その部分でのササおよび瀧木草生との区別が明ら

かである。針葉樹の樹種は色彩の差によって指摘

出来るが纈こ枯損木，桑類ば白く表われる（第1

図参照)。都内,密集市街地域では葉をつけた樹木

像の象が青緑色を主とする素地の中に赤く浮きだ

し．過密都市での緑の分頚を端的に示す。

これらのほか， 4月下旬および5月上旬に地上

写真によって天然色写真との比較を行なった。こ

とに後者は林試，牧野研究室長井上楊一郎氏は放

牧地の草生量の判定効果への試皐として実施され

た。地表の被個状態，植生変化，等についてきわ

めて明瞭な色調差による判定が可能であるが．色

彩濃度の差が生長の差によるか， あるも､は密度に

よるのか等につ､､て， さらに季節的な研究を続け

る必要がある。

なおザ これら全写真を通じて． モヤ，空中敞光

等．写真像のボケの原因となる青色以下の波長を

黄フィルターで切り去るために、写真は非常iこ鮮

明な像をうることが出来る。これは一つの特長で
÷苧

の。。

6． 今後の調査と期待される効果

これらのパンク匡や天然色写真と異なる特色

が，いかに今後利用効果をあげ．現在要求されて

戸

一

いる林業上， ことに繍滞森林調査の技術を問めう

るかについては前述のごとく今後腰をすえて， 捌

査研究が行なわれることになった。今年庇の試敬

予定地として緋広営林局脊内トムラウシ約8,000

ha,の天然生林．前橋営林局白河営林將符内約

2,000haの人工林が予定され，撮影．現地澗海の

計画が実行に移されつつある（図2参照)。

北海道天然林については樹樋群，特にエゾi l､

ド．広、およびその混交状態疎密座とその形態

径級別，樹高別林分柵成，地表械生，特にネマガ

リの分布と密度等がどの程度まで詳しく求められ

るか，また生長力の差，枯捌，更新等をとらえる

ことで．立地状況を判定しうるかどうかは今後の

天然生林の整理分賦蕪準． あるいは生産力判定規

準の作成， またその調在方法を大きく左右するか

もしれない。

人工林についても，より詳し↓､林分柵成，地位，
立地状況等生育環境因子が科学的にとらえられる

ならば，今後進められねばならない林分の孜的な

調登への足がかりが求められるだろう。

童たこれらの礎源調査生産性調査郡の耐のほ

か造林、保護，防災等の各分野でこれからI淵発さ

れるだろう多くの利用法があるだろう。写興分野

が次なと新しく発展していくとともに、森林応用

の分野でもそれを十分に取り入れた新しL､歩卑を

続けねばならな↓､だろう。

なお本稿jこ関する赤外カラーの搬影と処理はア

ジア航測K.K.によって行なわれたものである。

へ

、
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分図を作成して経世計画編成の淡料に供しようとす為も

のです。これをもう少し詳しく説明すると次のようにな

ります。

◎計両醜蜥：作紫が円淵に進むように;1･画を樹施し必要

な器材･磁料を単燗します。地jiliする資料は空中写真，幡

内図，リ喋図，韮本図，森林洲査簿収盤更新関係図喪舗

です。

＠森林区画：准本図，洲在簿を使って写典上に現行の森

林区画を記入します。この場合洲奄椰の内密から考えて

基本図の森林区画に誤りや不附な点を脇めた掛合は空II1

写真によってこれを補正しますが，写其判説だけでは不

確実な箇所につ､､ては後で行なう現地点検剛正におb､て

現地確認しますので，これを摘出し， とりまとめておき

ます。なお収鯉，更折など施業によって変化した簡所に

ついてはその関係図面によって補正区画します。

、林相区分：森林区画で区分された小班を次の酷地によ

って林相区分します。

a主要樹倣群別区分（その区分の中心となる樹仙が材

哉で75影以上を占めるものを純林，それ以外を秘交

林として取り扱います)。

b齢級因子別区分（幼齢林，壮齢林，毯齢林の区分

で，一般に齢級が異なればすでに小班分けされている

のが当然でこの韮螂によって区分されることは少ない

のですが，時として異齢級で同一小班に入っているの

を発見することがあります)。

C.樹商階区分（上用木平均樹間によって5m棚ごとに

区分します)。

d.樹冠疎密度別区分（肢，疎, ｢11,宙に区分)。

林相区分の而職的な韮恥は，区分された一区画が1～

5haとなるのを標地としますが,経営上の亜要度を瀞感

し初期箇所予定地などは細かく，奥地天然林や施業団將

を設けてし､ない林分は広くし主す。

＠林況判統：林相区分によって区画された林相区画ごと

にその平均の林況をより兵体的に測定判読します。たと

え朧尚樋についてば混交歩合10％ごと，樹間について

は1mごととして､､ます。

、現地点検調査：写真を現地に桃行し、写真上に描画さ

れた森林区画などの不確実箇所につし､て現地砿腿を行な

うとともに，林相の区分ならびに判銃が適切であったか

否かの点検を行な､､ます。また次に行なう材職判胱のた

めの涜料として既往の資料（収礎測査結果など）を収蝶

したり，不足の林相につ､､ては適宜現地の材職を測定し

たりし輩す。

、森林区画，林相区分線の図化（移写）と林相図の作

成』写真判胱ならびに現地点検調在によって硫定記入さ

経営計画を
たてるための

空中写真利用

ﾘー塵 渡辺 宏

日林協・森林航測課〕

はじめに

国有林における経営計画の編成には，まず地況，林況

の適確な把握，つ童り森林調査作業を行なう必要があり

ますが．対象物である森林のほとんどが交通不便な山奥

に位置していることや，林況の複雑さのために，労力的

に拳て編成の全体にしめる割合が犬であるといわれて↓、

ます○これに対しこの調査，編成を担当する営林局にお

いては，菫す室す高度化し増大する業務量にもかかわら

ず，それにかかる人的要因はかわらな､＼か，むしろ漸滅

の方向にむかい’実質的には1人当たりの業務鼠は激墹

している状態にあると聞きおよんでいます。これらのた

め腱各局でば有効に空中写真を利用することを考え，空

中写真利用による標本抽出調査法とか，空中写真を利用

した小班材積推定法などを実施していることが報告され

て､､童すが，いずれも局部的な利用にとど重り，空中写

真の持つ特質を十分に活用してL、ろとは言し､きれないも

のがあるようです｡

これらの状況をかんが熟， 日林協では昭和38年より

東京，前橋．秋田．青森，熊木の各局を舞台に，空中写

真ならびにその測定判読技術を可能なかぎり利用した森

林調査作業の方法を研究開発して来ましたが，各局のご

協力によりこの作業手願もほぼ固叢り，一応の成果をう

るようになって来ましたので，その概要を紹介するとと

もにこの種の調査の将来進むべき方法を考え，その問題

点を提起したいと思います。

現在実施されている方法の概要

この調査法は一言で心、うと’空中写真上に区画した小

遜をさらに林相で区分した林相区画を単位として比較判

読法＊によってその林況，材穣等を判読測定し，特に材

積については現地チーック点による回帰式＊によって回

帰修正＊を行ない林相区画ごとの簡易森林調査簿を作成

する。一方では基本図図化作案に平行して写真上の森林

区画，林鯛灰函を図化し，先の調査簿と対応した林相区

毒

へ
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れた写真上の森林区画，林相区分線を図化し，韮水原図

上に移写し室す。図化は韮木原閣図化作業と同時に図化

機上で行ないすでに韮本原図が作成されて､､為場合は

簡易測溌法などを活用します。次､､で得られた埜本図に

若色して林相図を作成します。

◎而穣測定：林相図を使いプラニメーターあるいは点格

子仮によって国有林別，林班別面積を測定します。林班

面騎が確定されたら小班別，林相区画別の面械を測定し

同様の方法により小班，林組区画の而騎を確定します。

◎材職判誌？区画された全林相区醐を対象としてha当

りた材碕の判読を実施しますb判銃には判就費料カー

ド剤:,収穫測在資料,サンプリング調在資料，現地点検時

の材祇調交資料，収盤予想表，林分材職表（林分密度

管理図）等既往の調壷資料をフルに利ﾉMすることとし蓑

す。判読の単位は10m3とし材積掲上に至らな↓､林分は

－で炎示します。

、現地材積調査：判読された材俄と現地判職との回州を

求めるために現地材積調査を行ないます。抽出する個数

は回帰式を求めるのに必要な個数の60～80区両位で，

各材積級に平均的にちらばるように抽出します。現地調

狂はビッターリッヒ法＊による場合が多く． 1区画に10

点以上の標本点を系統的に落しその平均値をもって区i'ii

の測定値とします。

◎回帰計算；現地調狂を行なった林細区画につb,て現地

材職をyi,写真判読材職をxiとして回帰計算を行なL、

ますb回帰式はy=a+bxの放線式を適川し，相関係数

や誤差率が考えられな↓,値となった場合は回帰式の検討

をします。

、材穣算出：回帰式が確定されたところで全林梱区画の

判読他に回帰式をあてはめ，判読材積を修疏し蛍す。 '修

正された材職に先に測定した面職を乗じて各林相区画の

材碩を算出し，これを小班ごと，林班ごとに柴計して総

材騎を求めます。

◎簡易森林調査簿の作成；これまでの結果をとりまとめ

て浄害し簡易森林調査簿を作成します。

このようにして求められた成果は一括して納IVIされま

すが，具体的には(イ)森林区画，林相区分の記入された

空jI:'写真, (ロ)林相図, (ハ)林小班別林扣区画別面職計．

擁表， （二)林相区画別写真判読一覧表， （ホ)現地調査結

果一覧表， （へ)回帰式および係数算出表， （卜)簡易森林

調査簿が成果",となります。

これからの森林調査方法の方向

以上現在実施してb,る方法につ↓､て簡jiiに述べました

が，次に将来この種の調査をどのように発展させるべき

かについて検討して慰ます。もちろんこの調査は経営計

両編成のための調査として考えているもので，経鴬計画

の制度ある↓､ば内容が変更となれば，当然それに応じた

酬在法が設定されねばなり蓑せん。ある、､は逆に空rl'写

其の活川と、‘う点からゑた維営計画のありかたをアブ戸

一チしてゆく時期であみとも言われて､､ますが,それは

かなり大きな問題なので別稿にゆず為こととし，ここで

は現在の経鴬計画がその大すじを継統してゆくものと仮

定して考察したいと思b,ますC

l・ 調査法の検討

これ室では主に東北地方以南の人工林を中心にして調

礎を実施し一応の成果を得て来ましたが，今後，空↓I』写

真とそれを利用した調査法が威力を発揮せねばならない

のは，北海道のような交通不使で気象的な面からも現地

洲迩を制約される奥地天然林であろうと思われます。ま

た，いまの林業政縦への峨大の要求が天然林の高度な鮒

光にあることを思えば，その点からも高精陛で合理的な

調査法が確立されねばなりません。

ところが天然林は，上に述べた位i趾的なものの侭か

に，画一的な人工林と違って腹相林型が多L､こと，量ば

かりでなく質的な把握（たとえば径級ごとの材積など）

が必要なこと，更折状況の把握と計画におし､てこれらへ

の配慮が必要なこと，などの特徴があって，その調迩に

は特別な考胆がはらわれ源ぱなりません。また､､つの場

合でも同じことですが，蓄穣洲迩の際に生じる全体戯

（維欝;1画区あるいは営林局全体の推定品で，統計的手

法をもちL､て推定するので所期の粘庇で求ぬられるがこ

れを小班などの部分に分割することがむずかい‘）と部

分趾（小班ある、､は林班などの個盈の推定殻で，個之の

林分の帯騎は比'佼的高精庇であるが，これを砿象上げて

全体壁としても統計･的うらずけがない）の扣互性の処理

方法が問題です。

そこで私は将来この靴の調査が進むべき方法として，

空111写真による林相区分と，荻プルサンプリングに現在

行なって、る回帰修正法をか蕊あわせて一段と発展させ

た多重抽出的な形のものを提岨します。

林相区分は↓､つの場合でも必要な手段ですが，特に天

然林の施莱においてはまず森林を櫛成する林細ごとの分

布とその内容を的確にとらえることが大切ですから絶対

にかかすことのできな､､作業です。もちろん層化の因子

あるL､は韮準は天然林むきとし林型を表わす因子に亜

蠅をおいたものとせねばなりません。また当然これらの

林相区分に適した写真の撮影研究が同時に進められる必

要があります。一方ダブルサンプリングはすでに国右林

などで早くからとり入れられ，費脱洲在ある、､は経営計

画区の全体量調狂などに使(』されて↓‘ますが，全体品と

《
）

《
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の一分野をしめる翻類のものと↓､えましょう。

3．掘影の縮尺と擬影材料への考慮

昭和29年の統一擬影以来日本の森林のほとんどが擬影

しつくされ,現在2回目あるいは3回目の撮影にかかり．

その鮭も林野庁関係だけでも年間43,000kmaにも及ん

でいます。この撮影の縮尺ば主に図化を中心とした技術

的な面と維悩的な而から1/20,000(|当初は1/22,000)

が継続されて来室した。しかし2回目以上の撮影を実施

し，字真の利用範囲か広がって大局的な観察からミクロ

な調避へと発展して来た現在，撮影縮尺は再険討される

べきであると考え菫す。2の森林測定器でも述べたよう

に．これからの標本点測定には観測縮尺1/10,000程度

を必典としますので,そのためには撮影縮尺'/10,000～

'/5,“0のものが撮影されねばなりません。もちろん緬

尺を大きくすれば等比級数的に経費が増し，その奥づけ

がなければ無理なことですが，大局的に承た函要地域の

判定と細密な設計とによって抽出撮影を行なえば可能な

ことと思います。なお大縮尺撮影に対する技術的な裏づ

けは，畏熊点カメうによぁ撮影，あるいはヘリコプター

による低空撮影によってなされ現在でもかなりの戯がこ

れらの撮彫方式によって行なわれるに至っています。

次に搬影材料についてですが，今までのはその大部分

がパンクP撮影で始終してL,童した。パンクロのほかに

は赤外線写真，カラー写真，偽似カラー写翼．熱線写真

群がありますが， このうち本誌の別稿にも発表されてい

ますように，偽似カラーの一種であるフォールスカラー

写真が植物の生長力をよく表現しており，新芽の発育状

況，枯損状況，植生状況とそれらのひろがりを把握する

ことができるので天然林の調在にきわめて有効であると

いわれ， これからの森林調盗にどしどし使用すべきもの

であろうと思われます。

･1． 電算磯の商度利川

雛営計画糧成における電算機の利用は，現在でも磯按

築計と称して森林調査簿などの諸表の計算，集計，自動

記録に活期されており．叢た数年前力‘らは多次元解研に

よる地位指数潤迩も実施され，それぞれ通算磯の特徴を

生かした使い方として注目されています。電算機の発達

は、にめざましくその際限ばきったく予測できないほど

で-すが，これからの嫌林調査への利附は，単に調迩簿の

築計や地位指数調査にばらばらに胸､するのではなく，

これ#こ標本点の材積計算および林況の記号化，全休の材

職および林況の計算，地形の数競化計算等を加え， しか

もそれらが一連の連統した自動計算として活用できるよ

うにすべきであろうと思います。

層ごとの推定戯に止まっているように象うけられます。

そこでこれからの糾迩法は，鮒1次傑木は網(Iあるいは

小班にその林分の耕碕が推定できるぐらい数多く落し後

にのべる空中写真森林測定器などを使って測定，粥2次

原本は鋪1次傑本の中から所定の、を無作為に抽出しこ

れも空中写興より測定．そして鋪2吹願本よりなるべく

少ない個数で抽出した粥3決標本についての象現地澗蔽

を実施し、そのかわりその点については可能な限り雛細

な調壷を行なう。たとえば揺概．林況はもちろんのこ

と，更新状況から地変櫛生．彼書木の分布，地位，地況

について調べる。といったものが考えられ主す。要は節

l汝，第2次標本を空中写真からできるだけ高精度で求

めることによって鮒3次標本の捌在である現地測齢の工

程を減らし，あわせて鮒1次傑水と節2次概本の1111で全

体量と部分没の訓雛を図ろうとするものです。

2．空中写真森林測定器のIMI苑

1にお↓､て第1吹および鮒2次概本を空IIT写其から測

定する方法を説ﾘjしましたが，そのためにはかなりの糀

度で標本内の林況を測定する器械が必要です。ところが

現在この鞭の器械ばきわめて少なく, 1渕化機で代川した

り，双眼鏡付血体鏡で1,',i人の技峨によって判‘洸していた

ケースが多く，次猟にのべる写典の縮尺などのIIM係とあ

いまって精度的に澗足のゆくものではありませんでし

た。せゃかく期待され放多くの爽験が伽牌られた空UI1写

典材積表も．因子の写典からのi1ﾘ定糀庇が低いために所

要の精度があがらず，一時衰甜ぎ単であったのもIIJじ‘こ

うな理由からと苫えましょう。この点については臓近休

業試験場におも､て，さらに地況．土塊などの凶j竃も加え

た材俄表への検討がなされつつありますが， 、､ずれにし

てもそれらに使用する因子が正しく測定でき為器械が必

要です。

ここに考えて､､る勝械は現在の図化器を改良したよう

なものになると思いますが， （イ)印画紙の形でセットで

き相互標定のできること， （鱈)映像の観測倍率が変換で

きてその斌大倍率は少なくとも1/1,000樫庇であるこ

と， （ハ)観測しながら写典上に区分線などが記入できる

こと， （二)離水図と対応できて韮木図上の標本点が自動

的に写真にプロットできること， （ホ)林況の因子がほぼ

自動的に測定でき，それが自動腿録されること． （へ)材

職式をプ戸グラミングした祗煉機と述勤されること．な

どの条件を満足するものとなります。 11!期にば早急な解決

はむずかい､ものもあり室すが，光の測在法の検討とあ

いまって近い将来にUM発されねばならないものと1．えま

す。なお最近写真像の濃度を数戯的にとらえて解析しよ

うとする濃度測定器が|Ⅲ発されて来ましたが，この器械

＝

桑
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彌将
鰯稗空中写真入門講座

教護編（3）
(A) (B) (C)

正しL､図形 糸巻型 脚型

正しい図形(A)が(B)*(C)のようにひずんで写為

写真測量の歴史
をそのまま擁付けないで，撮影レンズを使って同

一に焼付けると，被写体の正確な形を復元すると

いうことになる。

この方法は，写真から図化する僻に， 非術に大

事な要素になる。 ドイツで作られたステレオプラ

ニグラフのような紺密な図化槻から， ケルシュ．

プロッターなどのように，光学投影方式の図化機

はこの原理に基づくものである｡

ただしケルシュ●プロッターはひず象の補正は，

特殊なカムを使った機械的な方法であるから‘完

全なポロ・コッペ法ではないことは注意すべきこ

とである。

よく間違われることであるが，いままで写真測

量の世界では，ポ唇とコッペが，共同研究して．

ポロ．コッペの法則を打ち樹てたように思われて

いるが，これは間違いで,互いにインデベンデン

トリィーに（各人別個に研究して）この法則を洲

発したと．外国の文献では紹介されている。この

方が正しい事実であろうと思うので，特にこのリド

に触れておきたL､と思う。

この法則の発見によって－コロンブスの卵の

ように、わかってしまえば，何でもないことのよ

うに思われるが－写其測蹴についての一つの大

きなステップが築かれたといえるのである。 1965

年のことである。

西尾元充
〔アジア航測K､K・取締役〕 《

）

10←ポロ・コッペの法則

イタリア人のポロと， ドイツ人コッペの2人に

よって，ポロ・コッペの法則が発見された。この

法則は、写真測戯に関係のある渚にとっては，絶

対に欠くことのできない内審のものである。

レンズを通して記録された写真画像は．被写体

を正確に縮少した画像とはいわれない。理由はレ

ンズの収差に韮づく像のひず象である。 レンズの

わい曲収差（普通ディストーシ雪ンといわれてい

る）は．外側に湾IIIIしたダル形か，内側が細くな

った糸巻型がある。

図で示すように．正方形の絡子板を写しても．

このような形にひずぷかくる。写興測m:は，測定

の対象が，写典画像であるから． このまま．わい

曲収差の残った像を測定すると． それはそのまま

誤差となって現われる。

これは写真柳職の股大の欠点である。もちろん

収差の全然ないレンズがあれば，それにこしたこ

とはないが，そんな即惣的欺レソズは，人間の手

で作ることは不可能であ為。まして写立測量の初

期で， レンズの性能が悪い時は，当然ひずゑも大

きb､訳であ為。

ところで．ポ画・コッペの法111とは、 このレン

ズのひずゑを完全に}．]．ち滴すという， まさに写真

測蹴にとっては， 画期的なものであった。

方法はきわめて簡単である。撮影した時のレン

ズのひず承を消すためには、撮影に使ったレンズ

を使って、 もう一座再現するということで，原板

~

11.歴史の断片

☆1870年，普仏戦争が始まる。両耶ともに写典測

量を軍用に使ったとL､う，断片的な記録がある。

その詳細はわからない。

☆'874年， ヨルダンでは， リビアの砂漢地緋を写

真測量法によって，その平面図を作ったとい

う。

－10－
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イツ語という変則的なことが行なわれている。

フ再一チングマークとは， メスマークのことで

ある。

☆1875年，イタリアで1 i'dじく写典測趾法によっ

て．氷河の地図が作られた。

☆1877年，スエーデンで，写典測批によって笈の

高さ， および気流を測ったとb,う記録がある。

ハイデルブランドの業績だという。

☆1894年,ｵｰｽﾄﾘｱの地理研究所の地形課の

チーフであったフュール陸軍大佐は、 山岳地帯

の図化に．ルセーダーの方法を応用した。

☆1895年，カナダのデヒルが,『写真による測鼠

を出版する。

☆1883年， ドイツに， プロシヤ写真測吐研究所が

設立された。

☆1896年

(1)アメリカ陸軍通信隊のサミュニル・レーベ

ルは．軍隊での教育手引書として,『写真の手

引き』と題する書物を著わした。その中で，

斜め写真から基準点測量を延長する射線法に

ついて述べている。

（2）デピルがカナダ王立協会にて、立体図化機

についての計画を発表した。しかし， この計

凹は実行されず，器材は製作されなかった。

（3）シモンとコッペはスイスのユソグフラウ

の鉄逝雄設の位憧設定のために，写真測最を

行なった。

☆1884;年，モーサードによって．地_|2でのパノラ

マカメラを作られた。盆

☆1886年， カナダ政府によって，地上写興測斌法

によるロッキー山脈の地形図が作られた。この

方法はその後多年にわたって使川されて､､る･

なお． この時の地形図のスケールは1/40,000

で， 100フィートの弊糊線|{Ⅱ胴の図であった。

☆1889年, ｲｰｽﾄﾏｿによって､ ロールブィル

ムが発ﾘjされた。この年エジソンによって，映

画の実験が行なわれている。このロールフィル

ムの発明によって、 一般の辱典にも大きな変雌

がもたらされたし‘ 特に後になって航空写其の

世界にも利用されたし、写爽の雌史上に大きな

意味をもっていろ。

☆1898年

（1）スペイン戦争(スペインとアメリカの戦い）

において．気球から撮影した,斜め写真から，

縮尺1/12,000の地形図を完成した。 レーベ

ルの業績である。

（2）ドイツ人プルフリッヒは，測標による測定

の実際的な方法を開発した。

（3）オーストリアの陸軍将校の． セオドールシ

ャインフルグは，立体模像の原理を開発し

た。この原理はムルチプレックスとかケル

シュ・プロッターの開発に利用されたのであ

る。

☆1890年， ドイツ人． アッベによって,『水平視差

測定用のコンパレーターについての説明』が出

版された。

二

☆1892年, F･ストールツ（ドイツ人)によって，

フローチソグマークの原理が発見された。これ

は，砲兵隊の照雌朋の距離測定磯の開発のため

に発明されたらしいという。

フ屏一チング・マーグという言葉を，われわ

れはあまり使わない。日本に航空孝典が灘入さ

れたころ， ドイツの器材が主であったため，

Messmark(メスマーク)－測標一という宮業

だけが使われてきた。ほかの爪諮が，ほとんど

英語に変わったのに．測槻だけが，現在でもド

こうして、写真測量の歴史は， 19世紀での発展

の素地を終えて,↓､よいよ新しい20世紀を迎えた。

20世紀の前半を，同じく断片的に綴って蕊よ

う。

－11－
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20世紀の幕ひらくノ

☆1900年, ﾌｧｰｹｰドによって､ ｽﾃﾚｵコン

パレーターが開発された。これは，塀真を立体

にしてill雌する装侭としては．岐初のものであ

った｡

"lf1と術さば写哀上の点の写爽座槻からI汁

算された。

水､ド視溌を測る方式が本格的になったのであ

るo

この年，投影レソズとして140度の剛角を持

ったハイパーゴンレソズが作られた。

られた。

☆1904年，シャイソブルグの法則が発淡された。

これは，偏わ↓修正する時の，原板而とレンズ

の'lll1と． 投影板の耐の延長線は空間の一点で交

わらねばならな↓､という， ⅢわL,修TEにとって

股も膿本となる条件でああ。

これは、 アメリカ特許752,596｝ﾙとして．壷

録されている。またかれは, I|!心に垂直のレン

ズをその周囲に7側のレンズを斜めにした，

1，わゆる8義玉カメラを作った。

この斜め写真はプリンI､する時垂直に袖正さ

れた。これは気球からの撮影に使われた。この

多重レンズのカメラはその後も他の人たによっ

て受けつがれ、発鵬させられて、､る･一続く一

☆1902年， 日本で六桜社が創立された。

÷1903年， ドイツでは南極地方の縮尺1/7500, 10

m爵'ンターの地形図が，写真経絲儀を使って作

《
》
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度はうまくいくはずです。＝

= No. 3 肉眼立体視(2)
薑 このように空中写真ば恥純な図形に比べていろいろ

皇前回の肉眼立体視は単純な図形で行ないましたが今 なものが写っているのでなれるまでは肉眼立体悦しに
三

皇度憾婚I'写真でやって糸言し主う。今童での立体帆の くいのですが．送路とか池とか写典上で凱蕃なものに
＝

三鋭側憾泓たちが地上に立って見た溺合についての縮し 蝋点を合わせ，その部分だけ立体視しようとするのが
壱

三でしたが，空中から地表を垂直に見た掛合もまったく コツですb

量同じで,左右の脱線が水平から垂直に変わっただけの 立体視は写真を使うﾑ鉢です｡その戒体視が立体鏡
皇ことです。 を使わずに出来たらこんなにすばらしく使利なことは
＝

皇写典を見て下さい。う童く立体視できましたか？ ありません。航測に関する本をMHけぱ必ず立体視川の
~三

三伽回の側形ほどには簡単で朧ないと思い寵す。しか 組写真が戦っています。何庇も純習して空から見拓地
三
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地上のP,Q点の上空で搬影された2枚の写真

（60％の重複写真）があれば，それぞれの写真に
マイラーペース（透明な台紙）をのせて，平板測

獄の場合と同様にpq線および各点への射線を透

写して． 2枚のマイラーペースのpq線を重ね合
わせると，各点の平面位侭が求められます。 （も
ちろん1枚のマイヲーベースで行なっても同じ）

こうして射線中心点（方向線を引く中心点，垂

直写冥の場合は写興主点）から雰典上の任意の点

に向けて引いた射線によって図解的に柾憩の点の
位侭を求める方法を図解射線法と、､います。でば

写典に傾きがあった場合にはどうな為でしょう。

「写典7_1は手前に傾けて搬影された写典例で

す。「写典6」と比鮫してぷましよう。「写典6」
では射線中心点が主ﾉIKになって､､ますが， 「写真

7」でば下にさがったj蝿になっています。この

点はあとで説明する聯角点と呼ばれるものです。

このようIこ傾いた写典で主点を射線中心として

図解するとどうなるかをわかりやすく図示すると

「図6」のようになります｡写典のかわりに「図

5」におけるQ点上の平板を手前に傾けて染まし

ょう。平仮を正しく水平にすえた場合にはA点の

平面位置も正しく平板上のa点に交会されますb

ところが平板に傾きがあった場合には，平板上の

a鼠はa'点'二ずれて交会されてしま、､ます°

このような写真の傾きによる平面位職のずれを

生じないようにするには,堺典の主点にかわって，

与えられた写真の射線中心を求めなければなりま

せん。そこで、写典に傾きがあった場合の射線中

心とな為螺典上の特殊な蝋について述べておきま

しょう。写真上の特殊な点(P主点， n鉛直点，

j聯角点）

主点はすでに述べたように，通術写典中心を主

点と同一視してさしつかえありません。鉛直点n

はレンズ中心から地Imにおろした垂線の延長線が

写真を切る点です。群角点jはレンズの中心を0

とすると．<nopの2等分線が写典を切る点にな

ります。これをI刺に示すと「例7」のようになり
ます。

これらの特殊な点と射線中心との関係をここに

取り蛍とめると次のようになります。

（1）写真の傾きが小さい場合（3.以内）は射線

奉中写真入門言

技術編（3）

平而図を作る

樋波幸男
〔林拭・航測研究室〕

聯翼から平而|刈を作る方法は．大きく1､って実
体写蝿ll職とﾙI線法お.こびlli写真測肚の2つに分
けられます。前老は写典像の光束で作られる立体

棋像によって作図寸一る方法で，購密な図化機械か
必要になってきます。後者の射線法は写翼が中心

投影であるという特徴を利川した， 、､わゆる交会
法で， その中の代表的なものがこれから取りあげ
る図解射線法でありきす。

この方法は，身のまわりにある器具（実体鏡，

定規，マイラー淳）の.承で簡単に図面を作ること

ができ注意深く行なえば．葱外によL､楕度が得
られます。そのように大変実際的であるところか

ら． この「森林航測」にもしばしば褐戦されてL、

ますので， あわせ読まれるようお勧めします。

1． 図解射線法の成りたち

「写寛6」でわかるように，航空写真は物体の
像をレンズを透してI1:!心投影でとらえていますの
で．全く恥”こ搬彫された写典は．物体の像が写
典主点をI1!心とした放射線上にずれてい寵す。従
って「写興6」の<aP2bは,写典主点に対応する
地上の地点に平板をすえて,地上のa点とb点を

祝準して測った水平角と等しいという性質をもっ
ています。このことを念頭におき平板測溌の前方

交会法を思い出しながら「図5」を染て下さ↓､。
P点およびQ点を既知点として、 PおよびQ点
に平板をすえ． この阿点よりA,B, Cの各点を
視準して平板上に射線を引き交点a, b, cを求め
ます。この際地上のP. Q線と平板上のpq線
によって平板の向きを標定することになります。
ところで「図5」の上段に描かれてし､るように

念

今
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写真6写真のI1』心投影
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写災7写真の傾きによる射線j1!心点の移動
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閲6平版が領↓‘たときの八点の交会
側5図解射線法と平仮測趾との関係

III心として主点を月Iいてよい。

（2） 3｡以上の傾きがあり，地miが平らであれば

等角点を川いる。（｢写真7」がこれに該当する）

③3．以上で地面に起伏がある場合には鉛直点

を射線中心とする。

（4）傾きが小さい場合でも地inの起伏が（地面
の標淵麓）飛行高度の’0～15％以上あるような

ときには鉛直点を用いた方がよ↓､。そこで残さ

れたll1l題として鉛直点や等角点はどのようにして

写真上に求めるのか， ということですが， この点

の説明には相当の畿数を要し, L､まその余裕がな

いので保留させてL､ただきますbともあれ鉛直点

を求めるのは，意外と面倒なので，粘度上の限界

はあるにしても通常写真主点を射綴中心点として

閃解することが多､､ようです。（燃林航測66号P

11,P15～18を参照して下さ↓､）

2． 図解射線法の実際

（1）作業の流れ

射線法は射線中心点から任葱の点への射線で交

会していくわけですから，必要とする図化地域の

全部をカバーした写真のおのおのの射線中心点が

なんらかの方法で平面位置に展開されなければな

りません。したがってまず鮒1段幟に射線中心点

の平而位悩を決めていく作業から始まります。こ

のことを「鎖を組む」といいます。

第2段階として，それぞれ決められた射線中心
点から，所要の調査地域の主要な地点を交会して

細部の平面位瞳をおさえていきま-メョ。

股後の段階として，すでに交会された細部の点

を用いて縄査地の境界線や地性線を記入してL､き

平而図の縮尺を測定すれば，平而図の原図ができ
あがります。この原図を所要締尺に砿大または縮

ー
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図8マイラー上に鋲を紐んでいく

ていますから、 連統する3枚の写真の重複部に適

当な補点を選び， この補点の助けをかりて，主点

と補点間に射線を引き，それを「図8」のように

マイラーベースに鎖を組承ながら透写して↓､き，

全半点の関係位置を決めてし､きます。

したがって補点の選び方が，射線中心点の平面

位置の糖度に影響しますから適切な地点を選ぶよ

うにして下さい。柿点を選ぶ際の注意としては次

のことが琴えられます。

A.杣点は連続する3枚の写真の諏複部に選

び， 3枚の写真の主点標高の平均高とできるだけ

高さの近似した地点を選ぶ。

これは写真が土地の比高による像のひず承をも

って､､るために，射線法の誤差の原因が主として

土地の比高に基づいているからです。

B.補点は主点の上下方向で，主点からの距離

は写真基線の長さか,それよりも少し長めがよ↓､。

C写真上で明瞭な点であること。その点が三

角点のように測量上重要な地点であるかないかは

原則として考慮する必要はないただしそれらの

L,ずれも満足されればそれに越したことばない。

以上の3点が主たる注意事賓になりますが実際

に選定するとなると, A, B, Cとも満足すると

いう点はなかなか象つかりません。このような場

合には，鎖の精度は主点と補点の比高差が小さい

ほどよいこと， を念頭にして総合判断を下すこと

になります。

（実際に鎖を組んでいくための作業手順から以降

は次号に続く）

図7主点，鉛面点，等角点

小して，平面図の作成が完了するわけです。以上

が図解射線法によって平面図を作る|嬢のおおざっ

ぱな手順になりますo

（2）標定図と写典およびマイラーベースを獺術

する。

適当な縮尺の地図と写典とを比絞対照して1枚

1枚の写真に写ってい為範囲か， または写典主点

の位低を地図上に記入して， コース恭号や写爽番

号などの必要な11噸を諜き込んであるものを牒定

図とい↓､ます。これは図化地域の写其をIKi序よく

とりだしたり，三角‘蝋や韮沸点の位悩を写其上で

確認する場合等，作業を進める上で必要になりま

すから，ぜひ作っておくように心掛けましょう。

写真は特別の大而秋図化でない限り，図化緒度

を商めるために2.5倍伸ばしの写典を使川したい

ものですb

次に写其の疏複部分を亜ねてコースのとおりに

机の上に並べ童す。この上にマイラーペースをの

せ，並べられた写真の広さよりい､くらか広めに

ベースを切断します。

ここで図化原図の縮尺につ↓､てふれておきま

す。原図の縮尺は使用写其の縮尺とほぼ同一縮尺
になるようにします。それは細部の交会後，縦線

や沢線等を原図に写真から移写する際に，双方の

縮尺にひらきがある場合は作業が面倒になるから

です。

（3）鎖を組む（主点の平mi位臓を決めていく）

航空写真は相隣接する写典との亜なりが60％
で， 1枚おきの写真では約20％の砿なりをもつ

＝

今
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知能の程度も絶えずテストされ，その優劣を測

定されている訳である。

洋服を作る，靴をあつらえる。その都度，必要

な寸法がとられる。こうした，外形的な測定，内

面的な測定が行なわれてきた。至極当然のことと

して受け取って，今日まできたのである｡

写真測競という技術の社会に生きてb､ると， も

のの形を測ると↓､うことについては， それぞれの

対象物について、 どうすればい↓,と↓､う，テクニ

ックについてはよくわかっている。

そういう観点からすると別に人間であるから

という，特別な測り方はない。むしろ人間より襖
雑な形をした被測定物は実に多い。
被測定物の大小に応じて． 測定の方法も変わる

が，現在の事情から考えると，やはり写立測並を

第一に取り上げざるを得ない。

なぜ人間を測るのか？この質問に対する答えは

特違っていぁ。測定の目的が、 これほど多様な被
測定物は，いままでの測定の経験からするとまず
ない。それほど特殊なそれぞれ独自な目的で測
られているのが,人間が測られている実態である。
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人間を洲る

西尾元充
〔アジア航測K.K・取締役］

1． 医学と写真測量

立体写真の医学への応用につ↓､て普く， という

のが，綱築部からの依頼であった。われわれが普

段見聞している． 医学への応用ということならぱ

という考えで書き始めてから．実ははたと困った

のである。とb､うのは．医学などという専門外の

ことについて蒔くということについて，非常な心

配があった。つまり．せんじつあると．番いてい

いことと．悪いことの判断が，われわれ測戯屋の

立場ではわからな↓･からである。したがって， こ

こでは．測定の対象物として．生きてし､る人間を

使ったと↓､う，埖純な割F例の紹介にとどめたい。
いやそうしなければならないと感じたのである。

人間が人間を測る。測ることならば許される。
ただ，医学的な応用などと、､う大それた話しでは

ない。第一，医学とば何であるかすらもわからな

いのである。ただそれだけのことである。

人間は人間として人間を裁くことはできない。
しかし人間を測ることはできる。人間を測る上で

股もいい方法と思われる手段について、われわれ
の見聞の範囲内で1，まから話を進めて､,こう。

旬

3． 人間の測り方

写真測鐙は‘ 大きく分けると航空写〕”職と，
地上写真測獄とに分類される。

航空写真測猛は巨大なもの，つまりこの大地が
対象である。

地上写真測戯は，大地の一部が測られる。この
方法も， カメラとカメラの間陥を狭くしたり広
くしたりすることで被測定物の範囲（大小）が決
まるo

人間のように，小さな被測定物は，地上写真測
量法の中でも，特に固定基線法を使う。
固定基線法という日本語は，私が独自に決めた

分類に従ったもので，一般的には‘近接写真測避
法とか， ク戸一ズアップ測定とか↓､われている。
私は韮線の大小によって被測定範囲が変わるとこ

ろから・地上写典測品の分類は，写真経緯儀を使

う卿由垂線法と， この固定基線法とに分けるべき
だという意見を持っているが，なかなか簡噸には
決まりそうもない。

それはさておき，固定基線の方法にも，人間の

へ

2． なぜ人間を測るのか

われわれは、 この世に生を受けてから，現在童

で，絶えず測られて，その記録が，生長の記録と
されてきた。

身長，体重胸囲そして成長してくるに従っ
て， 内臓諸器官の機能の状況までが測定されてい

る。こうした記録もまた，人間の健康の状況を知
る目安として使われてしる。
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全身を測る場合と，局部を測る場合では離線の長

さか違ってくる。

アジア航測K.Kで開発したカメラは, 45cm

の基線である。

ツァイスのステレオ．カメラは． 40cmと120

cmの2甑がある。

こうした一定の進線の両端に測定カメラを固定

してシンク戸．シャッターで2枚の写真を同時に

とる。笑っている瞬間が，泣いて↓･る表梢が，何

10分の1かの瞬間で記録される。後は航空写翼と

同じ原理で，図化機で図化される。

それでは．人間を，人間の一部を，実際に測っ

た例をいくつか示してみよう。

が行なわれてきたという。

人I111を測る上で，鮫も困難なことは，生きてし､る

人間であるために，測定が難しいことである。同

じ婆勢を維持するにも．時間的な制約がある。

疲れてくると．姿勢が変わる． とたんに前の測

定値はダメになる。

測定で一瀞必要なことは，測定値のバラツキを

なくすことであるから， その点からでもこれでは

鯛る。

、

､
二

l l
4． 顔を測る

風の記憶によると，妓初は顔Iniであったように

思う。東大生研のﾉL安研究室で， インド人の顔を

図化した例があった。それと前後して． ル〔京隆科

歯科大学で、顔面の図化が沢山作られた。そのた

めに．特別のステレオ・カメラが作られて，木の

枠を作り．その枠の中に肌を入れる。一定の』,§地

面をもって図化ができるようになっていた。

これを担当して､たドクターの腋によ為と，淡

歯を入れる前と入れた後の倣の形の変化を． これ

によって赴的にとらえるというもので, IIMil!(のと

ころ．そんな厳搭な測定が必要だろうかと、 その

当時は疑ったものである。

これと平行して．鍍噛の形も細かく|叉l化された

が，その後，引き統いて行なわれて↓､るのかどう

か，その後のことはlルハ､ていない。

この作業は，その後さらに進んで．歯のか象合

わせの状態の研究まで続けられていると､､う。

また人瓢学的な研究の分野では．民峡によって

変化している顔面も． こうして図化しておくと，

比較上に便利であると↓､う。

（
ｊ
ｌ
〃

l

それとともに、 人間の身体は常に動､､ている。

そのダイナミックな|瞬間の形を、人IM1の手で測る

ことばできない。結局，連統する助きを立体写真

にとっておく以外に方法はない。

こうすることによって．初めてI瞬間的な助きを

図化して再現できる。

こうした図化によって． 椣断縦断のすべての

形態が把握できる。

口づてに1%'し､たところであるから、詳しいこと

はわからないが，女性の姿を美しく見せるために

は， まず蕪本的に身体の線を美しく見せるための

下蔚から研究しなければならなL､由である。ま

た，そうしたものも、身体に感じさせない， ↓､わ

ゆるソフトにフィットするものでなければならな

いとL,う。考えて染るとぜいたくな話であるが，

測定屋とL､う純技術的またはセールス的な立場

に立てば，そんなぜいたくは大歓迎でああ。

一

5． 胸を測る

顔の次に胸部がある。胸といえば．女性の胸以

外に測る必要はないばずである。

有名な下着メーカーの． ワコールでは，下諦な

どのデザインのための韮礎資料とするために， ↓、

ま叢でも長期にわたって，膨大な数の全身測定

6． 全身をはかる

胸部の測定から波及して全身を測ることにまで
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なった。もちろんその目的も単なる美容という立

て前から一歩進んで，全身の筋肉が，体表面の

伸縮の状況という，学問的な方面庭震で進んでき

たという。

また，人間工学という専門の分野においては．

椅子にかけた時の姿勢特にl:I励車の運転1膳にか

けた場合の全身の状況，逆転の難易，職能性の追

究といった面からの測定の要求も寄せられている

という。

いままで，私達の知らなかった測定の応用の分

野が，にわかに広まったと↓､う気がしてならない

し、測定という狭い社会に住んでいる私達朧， も

っと眼を外界に向けるべきだという気がしてなら

ない。

せている海藻のようなもの， 話をl1肌､て，それが

人間の肝臓であるとわかるまではそれが何で何の

ために，そうなのか，知らなかった。

造形剤の注射された人|川の器官が，立体に測ら

れ，図化される。いずれは，病魔に打ち勝つため

の研究であろうが， こうした人間の生命に関巡し

た研究に，私達の技術が役に立っていることはう

れしL､ことだと思う｡

また，ある時は猿の脳細胞の立体顕微娩写真と

それを図化した結果を象せてもらったことがあ

る。その目的はつし､聞かなかったが医学とい

う．人間工学と↓､う，その立場の人凌から写典測

肚の恩恵をうけたという言莱を聞くと．お世辞で

あろうと．やはりうれしL,のである。写興測批も

遂に人間の生命に関する分野にまで進出している

のである。

戸

7． その他

不思議な形であった。曲がった管が奥行きを見

:'IK器材教室>"-",｣!, ',､'
言 と力
三

= No. 3反射鏡式立体鏡 詳

三空中写真の利剛範囲が拡大し，写真判読技術が向上 でき
言

言するとともに,写真像をできるだけ拡大して観察した cm：

言いという要望が商まります。このためには，原槙を彼 かた
=

言大した伸ばし写真を使うこと， レンズで砿大観察する プリ
三
三ことの2つの方法が考えられ童すが，この目的を同時 セツ
三

号に満足させるのが反射鏡式立体鏡で,水実現在域も多 で，
＝

三

lli｣'''llll'''''IIOO8'ⅡⅢⅡ1III1IO111111111''0'''1l'111111110''1ⅡⅡ伽0'1IIIIIwU川IIO1Ollllll'0''1ﾘil1ⅡⅡll''"'''l''iIi''ig｣
：＝

三

となり，樹秘判瀧樹高測定に適するようになります。看
＝
＝

またこの双眼鏡は本体から簡蠅にとりはずすことが菖
二

＝

でき，この場合は倍率はなくなりますが視野が縦24皇
＝

三

Cm×横18cmと広くなって，モデル右効範囲のおお曼
三
三

かたを一望視することができるようになり童するなお冒
皇

プリズムのところについているレンズは，双眼鏡を言
＝

＝

セツI､したときとしないときの中間をゆく披大レンズ量
＝

言

で，これをセットすれば1.8倍の像で観察でき主す。皇
言

一

言く有効に利用されてい重す。
＝

三 描造は写真像からの平行光軸を眼に導びく一対の ｜＝

ミプリズムと反射鏡,および双眼鏡からなり，この立 ’
二＝

書体鏡に写真をセットするときは写真のI制隔（つまり
三

言基線長）を24～26cmにすることができますので
三

薑全紙伸ばし写真“5×45cm)の場合でも十分に立
三

皇体像が得られます。
:＝

三

三双眼鏡は3倍のものが多く，これによって2.5倍
＝

三

言伸ばし写真をのぞけば1/20,000の像は約1/2,700
三

三
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えて，鉄路近く主で迫った山の雑木林は美しくも印象的

でさえあった。ようやく心も晴れ上がり，行く先にも傑

作のネクが転がっていそうな気になった。人間の心など

たわ､,もな↓’ものであ愚。

だが翌日から災11水の海は耐に見舞われた。冬のi燗ほ

ど仕まつにおえぬもの雑ない。ついに2日間はリソホブ

を引出す機会もなく，ザックの中に眠った。

暗b気排をふるいたたせながら，周にくい込むザック

をゆすりあげて，最後の目的地である瓢湖にたどりつい

たのは4日の昼ごろであった。瓢湖は農業用水のための

山官のカメラ漫歩

〔6〕暖 房完 備

八木下 弘
〔*{野庁・林政課〕

あぐらの内側に。じくじく汗が湧き出して不愉快なこ

とおびただしい。

年上，才鞄．務さが増してL,るのだそうだが．糾斎，

*llll,湛室．兼けんのわが4碍半のなんと斜L,ことか。

名文など浮かぶわけもなく．頭の中はあらぬところなさ

龍よ’,，いつのI川にか本題からそれてばかりL,為。

「|ﾘIの涼し↓･うちにと，机に向かったまではよかったの

だが．一行もペンが進まぬうちに，灰皿だけが蝿戦の残

がいで1，つぱい。十枚足らずの原砺を譜くのに． このて

L,たらくである。

それにしても文士とL,う種族は，商売柄とはL､え， よ

くもあんなに，すいすL､と書けるものだな.ﾉなどと．己

の才脂を棚にあげてうらや率，思いあまったわが眼ば棚

のウイスキーに走る。ははあ，わが才能はここにあり，

笈まよ！？

昨年の聯から年始にかけて，沖細取材旅行を恩↓､たっ

たが，いろ､､ろのﾘ；捕で果たせなかったので，せめても

と．気分臓換の意味もかねて国内旅行に切りかえ，正月

の2｢I ,新潟海岸を中心に，裏日本の取材に出かけた。

上野を発IIKした満員列車は， 、､くらも走らないうちに

ストップしてしまった。前方誌切りでライI､バンがmi突

したのだそうだ。「今年はきびし↓,年になりそうｵﾕ」今

朝．窯からでがけに女房がL､ったことが妙に浮かんでき

た。鎌から一家総動員で風邪に兄灘れ，盤も寝込んでL，

たのである。わたしも沖縄ショックでもあるまいが．熱

が出だしていた。それでも元日の日の出風最を掘ろうと

思って31ロの12時ごろから商尾山に幾つた。その逆療

法が効を奏したのか， 、､くらか快方にI"､っていたので

ある。一家が風邪におかされていあ正月だけは，せいて

家にいてもらいたい。これが女房の願いであった力･も知

れない。 しかし． フリーの写真家と遮って，わたしに

は，こんな時でもなければ撮影の時間がない。

2時柵ばかり停唯してようやく動き出した。越後柵沢

を通過するころは，見事に晴れ上がった冬空に〃鵬が映

畠

餌に典きる白鳥と鶴

人造湖だそうで，土地の百姓の吉川さんが．白鳥の餌づ

けに成功し，爾来観光的にも全国的に有名になったとこ

ろである｡〆:スから降り立つと目ざす瓢湖は道路のすぐ

そばにあった｡氷が一面にはって，その上には幾百とも

知れぬ鴨が眠っていた。湖の一隅にわずかばかりの水而

があり， この水而に20数》11の121,&と．その間をﾘﾙがす

いす､,と縫って↓､る。目的地に藩いてホットー息，亜b、

ザックを肩からはずしたが，ここも無構の冷やかな染ぞ

れが降って､,て，わたしの鈍持をさらに暗くした。

湖畔に三脚をたて， リンホフをのせた。雛ぞれは寸時

#こしてカノ&ラを満らしてしまう。

持参のビニールをかぶせながらの操作だ。

普通ならば拠影など恐いも.kらない天候である。それ

にもかかわらず，わたしはあえて． カラーフィルムによ

る搬影を強行した。それだけ迫b､つめられた気持であっ

た。数枚のカラーブ･イルム． 2，3本の35mmモノクロ

ームの搬影を終えたとき，象ぞれは容赦なくアノラック

をとおして全身にしみ込んでし､た。

「寒L,でしょう，小脇のII'に入りませんか｜

長身の男が，アノラックのフードの中で，ニニニコ笑

し､ながら声をかけた。救↓､の神ともいうべき，この人の

後につづいて小屋のr1'に入ると，中は満員。かれはさっ

そく名刺を出した。

一
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大阪の仙林会社の今付某とある。同じ仕1Fに

たずさわる親近感で，たちまちうちとけること

になった。

かれは瓢湖の白胤につかれて，ここ数年か.こ

いつづけてし､おのだと、､う。彼のカメラ盤伽は，

ニコンF3a, 200mm, 500mm, 1000mm

の剖遮レンズがずらり相当のマニアであろう〈，

かれの紹介で， ここの主，吉川氏とも知り会

うことになった。白塒の餌づけに成功した父親

のあと壷ついで，瓢湖に渡ってくる白鳥や剛の

世紙をしているのだそうだ。かれが餌をもって

「ゴーイ． ＝イ」と湖面に向かって叫ぶと．数

百羽の秘や．白‘烏たちがさっと寄ってくる。ラ

ジオ．テレビ，折剛などにも毎年紹介されて↓、

て．ちょっとしたクレン卜ぶりを発抑する。墹

物オジ靴ﾉ･ンでもある。

さて，冬の日は短く， あb､かわらずの蝋ぞ11さて，冬の日は短く， あb,かわらずの熟それ
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で．注意,Ifのごとく‘硴災に雌雌のメイッチを切って隣

室に移った。ほの||間､､，行熾式の照1ﾘ1に，真紅のなまめ

かい､布団がのべられている。空蕪はヒソヤリと冷た

い。いそいで布団にもぐりこむと，布団の鵬の1カ所が

韻カポカ暖たまっている。なるほど，暖房完術とはこの

ことであったか，と1人でに勝笑がこゑあげてきた。

明日は白鳥が飛び立つという未明に起きなけれ庫いけ

ない。布団の1I$の暖扉完側なる航川行火を抱きしめなが

らいつか眠りに落ちた。

しかしわたしは． じき眼をさまされた。突然，自助jii

の音，玄関で緒し合う男女‘のj鮎． パクバタと廊下を通る

スリッパと2人の声。そしてパターンと、､うものすごい

ドアの閉め為汗 W弛材.の炎ぶしんの家に入ったことの

ある人ならたれでも繩験したであろう,あのド7.のIMWI

の時発するものすご↓､風正と青榔。 1台の自動'lfが合図

かなにかのように，つぎつぎにこれが繰り返えされ始め

た。もう眠るどころではない。完全に眼も頭も冴えてし

さった。時間はと見ると，まだ11時である。

千客万来の吉がひとくぎりしたのは12時半ごろであ

る。なるほど，吉川氏が池附した折，なかなか返蛎をく

れなかった訳がわかった。この旅館は1人零をあまり献

迎しなL,のである。

騒音のあとの肺けさがやってきた。

眠るのだ，眠るのだとむりに眼を閉じた。朝は早い。

ようやくうとうとしてL,ると，また,はっ！ と眼が覚め

た。 「パターン， ブー，パタパタ． ヒソヒソ‘プウー｣。

午前3時，お2人さまたちのお冊えりだ。これもまた】

を合図のように， とめどもなく統く。

ええ． くそっ！?」わたしばつ､､に寒さも忘れて布

団の上に起きあがった。

「眠れるかな？」とニヤリ実った吉川氏の顔。

「今年はきびしい年になりそうね」と家を出る際にL，

った妻の言葉が．あざやかに浮かんできた。

~

とあっ

て，湖面が鉛色の騨色に包まれるのは早かった。もはや

ﾘj日の天候にすべてをかけるほかはない。

わたしは吉川氏に瓢湖に最も近い旅館をあっせんして

くれるように頼んだ。かれは一瞬ニヤリッと笑って．周

囲の顔を見回しながら，受話器をとりあげた。

「油れるそうです。しかし眠れるかな？」とまたニヤ

リと笑った。

旅館は500mも↓､かないところにあった。

「千噸旅館」なかなか色っぽい。そう↓､えば瓢湖畔に

暖〃完附云均とうたった大きな洞仮が立っていた。案内

をこうと四l今がら承のなかなか美人でもある，おか象が

じろじろわたしを眺めて， 「吉川さんから祗柵のあった

方ですね」と念を押した。

部股は3機と6磯の2間で， 3催間には通無煙伽が撫

えてある。 トイレ（貯蔵式）もついてし,る。

部瞳の蛾に額ぶちが下がり．吹のような文句が下乎災

な字で沓いてあった。 ‐

告

この部屋の料金捻，鋤縄11,200円，以降1 II#1111雌1㈹

門蜥加致します。

抑禰泊I満棚1,200円，朝食200111．夕食5001Kj,O当航

は寸ぺて川金IIIし受けます。

伐しテレビ100円にて川意してあります。消防糾の加述

により， ＊『休の節は寵気コ点シのスイッチな切って何卒防
火に伽協力下さい。 以上

夕食の際，テレビを頼むと， 目下故|蟻11'とL､う女'l'さ

んの返,IF。憎のビールを飲翠，持参のウィメキーをチビ

リチピリとかたむけても､るうちに夜も大分ふけた梯子・

腕M郷･を見るとまだ10時前だ。東京と遮って11[の騒蒔も
ない。外は．難ぞれから雪に変わったらしく， しんしん

と冷気が身にし染てくる。雑誌の小説も見あきたところ

－20－
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般の社会生活の基準面と離れて商い位股にあるものを空

中写真というが，普通航空写真とよぶものは，特に空中

でカメラ位置を移動させて撮影し，砿鯉した部分の写真

像を使用して立体的な観察測定が可能な写真を意味す

る」と大分苦労をしています。

ところが現代になりますと写其測戯界にも「宇宙写

真」の分野が発展し，今後これはきわめて亜要な位侭を

占めることは間違いなく，空胆|』写典，航空写真も従来だ

けの範囲で考えた同轆語，あるいは恢川;＃とはならず正

に上記の定義通りとなってきました。

昨年来，日本写真測量学会の川語委側会で学術用語の

群議が行なわれていますが，この席上，次のような結論

が出ました。それは「空中写真･…空中から撮影した写

真の総縦航空写真， 〔航空磯，（ヘリコプターを含む)〕

気球写真，衛星写真（人工術星， ロケッI､等より撮影し

た写真）等を含む」

つまり空中写真と言えば航空写其をも含めたより広い

意味をもっております。

ですがわれわれ現在使って↓､為のではほとんど同じ意

味と解してよいでしょう。そして空'l|:写典は法令用語

に，航空写真は慣用語として使われているということで

す。

注(1)鏑木得二林業上飛行磯写真の応川大正M年1月

注②掛場直勝空中写真に彼る森林鯛迩復命啓昭和4年

注(3)仮井秀夫紘空写真lこ吹る揮太の森林澱査に就て

昭和10年6月

（林試・航測研究室，中胤躍）

質疑100題
刀

『機
Ｉ
Ｄ

第90問

69号本IMの記恥にシケキ？されて私も川語にっ↓､ての

質問をいたします。空中写真でし生うか航空写真でしょ

うか？ （栃木県学生）

答

平素使って↓る言葉でも，四角四而に考え出したり，

1つの曾莱に統一したりしようとすればなかかな面倒に

なるものです。この問題も元来は外来語･ . ･Aerial,

Luftbil(l…を空中と訳したか，航空と訳したかの速い

だけだったのです。大正の末期から昭和の初めまでは飛

行機写其泌(1)．空｢1'写真注(2),航空写真等の言莱が報告

譜に.上ってとりどりに見られます。

その後, lit行本が出るようになりますと， この分野は

大分グループ的に分かれて来ました。すなわち「航空写

真測趾とその応用：帝国森林会，昭和11年，丸善｣，「航

空写真測駐：木本氏房．昭和13年，満州航空｣‘ 「地上，

空中，写真測賦：武田通治訳，昭和14年，古今惑院」な

どが主なものですb

以来．満航．日航，あるいば森林関係では難二次大戦

が終るまでは「空中写真」という言業が使われたのばき

わめてまれで，もっぱら「航空写真」でした。ですが現

在の国土地理院の前身， 「陸地測量部」は「空中写典」
の汀蕊を使用しました。いわば軍部では空中写其を，民

|州では航空写其を使ったともL､えましょう。

その後「法令川諮，公用語，では同一意味の言莱が2

つあ勺ては困る」と統一の談があり．それに朧「空中写

其」と定められました。そのためお役所でば「空中写
其」と譜を､てなければ書類を受けつけぬ」とか「そんな
サーカス染た､､な言紫が使えるか」などと大人げない麓

議が生じたのです。

辨実．現在でも大学，研究所等，学術関係を除きお役

所の番蹴はすべて「空中写真」ですが，一般には「航空

写翼」が広く償用語として使われ，ことに民I剛会社で. ・

・ ・航測，…･航空測鼓，等はありますが…空測‘なる

名は見かけません。

要するに元来同じ意味だったのですから，これを定維
づけようとすれば而倒なことで「森林航測概要」（【|I肋

鵬地球出版）昭和36年では「擬影した位股が地上一

』
．

××× ×

一

i'"''""'一'""''"'一"'"'""－"'"'""ー"'"""'一'‘'"猫h
Q 表紙写真撮影データ ミ
ミ ミ
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’ 一 職に尽され，本格化した紘空写

真測餓の進を開かれました。

昭和15年，大日本航空株式会

社に技術顧問として迎えられ，

同社の航測所畏として， 日木に

おける航空写真測侭の作業を姑

められました。

昭和29年から現在まで， 国

際就業(株)の顧問として，後進

の指導にあたられるとともに，

写真測量の発展に寄与されたの

木本氏房氏の急逝を悼む

木本氏冴氏の一生は，日本における航空写典測量の

発展の雌史とともに歩んだものでj j叶界におけあ先覚

者であります。

7月311逝去されましたことは，航空が典iIﾘ倣界に

おける区j11･pbに地に蕗つの感がして，賊に糊し黙て

も余りあるものがあります。

氏は，明治17年に三重県宇治山III'市で生まれ, 1Jj

治38年に陸耶士官学佼を卒業（陸乖工兵少尉）され，

日蠅戦役に従軍。

叫治d13年から大正14年の間，陸地測蹴部に勤妨さ

れ．大正6年にフランス将校より，航空写典拠影の指

導をうけられましたが， これが，日本における航空写

爽搬影の股初であります。大正10年には． ドイツの

オーl･カルトグラブハイデにより， 自勤図化の試験を

IHI始し，大正1jl年から昭和8年のI川は． IM[技術木

部に勤獅され，大正14年には，ステレオプラニグラ

フC－1による．立体精密図化の研究を姑め, IV{;和5

年には，白1肋叩装備の航空写真測量器材一式の試作を

完成し、同年の水戸の大演習にその突川試験が行なわ

れ、天風陛下も．立体写真をご覧になられたのであり

ます。

剛.櫛8年に退役（陸軍工兵大佐）され，満州航空株

式会社の技術顧問として入社，同社の写瓦測品所の淵

故木本氏房氏 の指導にあたられるとともに，
新式器材を駆使する，写真測量の発展に寄与されたの

であり室す。

この間，昭和13年より終戦まで，東京帝国大学農学

部において．航空写真測批の那義もされ，今日の林業

における航空写真利川の近を開かれました。

童た昭和31年には，水総の発刊と同時に，編集委員

として，参画をいただき折技術の細介や，質疑100魍

欄の開設等，木総の発展．ひ､､ては，林業における航

空写真利用の瞥及，発展に嵜与されたのであります。

経歴の一部をご紹介し，衷心より哀悼の意を表する

吹第であり蚕す。

叙勲その他C昭和6年勲三報旭日中授章

○昭胴鯛牢述設大臣より銀杯

O昭和39年盤授褒章

O昭墹M1年銀杯一箇

錘

JA5116号機の事故

‘|嘘測戯(株)のチャーター機（セスナ310型JA5116

号磯）は6月13日午前9時ごろ東北地方一ｲ|fの航空写

典撮影のため仙台空港を離陸したが9時10分ごろニン

ジン不測のため不時薪するとの無線述絡が空港樵制塔

に入った。数分後に岩手県江刺市愛宕付近の水田に

不時新大破した。乗員の中庭測鼠（株）の撒彫土松永

悦郎さん(30才）と同機の所有先である国際航空輸送

(株)の拠縦士酒井久男さん（40才）の2人は江I!ll病院

に収容されましたが間もなく死亡され産した。

ご遺族の怨しぷは人語に絶するものがあり茜しよう

この恕し熟を乗り越えて関係者一同はさらに安全通航

の推迦に真剣に取り組んで再びこのような悲帆に接し

ないよう，不断の努力こそ肝腎であります。ここにつ

つしんで故人松永，酒井両氏のご粟福を心よりお祈り

するとともに,さらに一層の事梁の発展を期排します。

へ

国際紘空輪送(株）
掘縦士故酒井久りI氏

中庭測量(燭
搬影士故怪永悦郎氏

催
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セスナ310G" JA5116号機
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南の島に散った若い命

ボルネオ島東カリー才ソクンのマカハム沖におl,て海

底石油資源調査のため館波により位股測錘を行なって

いたパシフィック航莱(株)のデッカ測肚班の基地（3

カ所のうち最北端）が6月611午後7時ごろ．突然に

武装した現地人10人ぐら､､の盗賊団の襲撃を受け．

通訳として勤勝していた，中岡和彦職（大阪外語大生

20才)は銃弾を受けて死亡した。同じく班員の中村正

行君（20才）も胸や足に銃弾を受けたが一命はとりと

めた。当時基地班長吉In忠夫君(30才)は現地人夫の綱

気見舞いのため，たまたま現場にいなかったので錘を

のがれたが．正に不随の災禍と言うべきか，過去もな

んら不安のなし､土地であっただけに，現地の官悲およ

び関係老のショック朧大きく，率件を究ﾘj中とのこと

である。この作業はパシフィック航業が，石油開発公

団と契約した測量作莱で，今後若い技術者の海外進出

パジブィック航業（株）

通訳故中岡和彦君

が大いに期絆されてb､た矢先でもあり．中岡君の死は

吾杢にいろいろな教i1llを与へてくれた。今回の郡件で

ご両親やご家族の悲し熟l裳その姿を思い浮かべるだけ

でも深いものと察します。これからもますます海外へ

伸びる砦1,力がこのW仲によって志側が喪失したり，

低下することのないよう発展を期待します。それが故

人に対する供養であり，また故人の意志とも考える力、

らです心より中岡君のご冥福をお祈い､たし藍す。

“

I
＜編集室から＞

※こうそく単語帳※
炎天下．甲子園球柵では高校野球の熱戦がくりひろげ

られており，沖繩代表の典南高校の大活離が天下のヰ目

を集めており菫す句

8月15日の終職記念日をはさんで行なわれるこの大会

に，沖洲の次代を担う少年達のはつらつとした婆に接

し・感なきを得ないものがあり室す･ ･･ ･平和な世の中で

あることへの喜び， 主た反面，どこかあどけなさの残る

選手述と同じ年頃の多くの少年少女が戦火の中でたおれ

ても､ったことへの追祁． ．…。

ところで，毎年↓､まごろになると何かにつけてあの頃

のことが思い起されるとL,うのは，息も中古になったと

l､うことなのでしょうか？戦後プ子は「タイへイヨウ

セソソウ？台湾と日木がやったんじゃない？」といっ

たとか。

（八木沢）

地貌図…. . . . .No,69, Pll

等商線を入れず尾根線．河川．水系線等地形の特微

綴を記入した平面図。実川上きわめて簡便である。時

に等高線図を作る前段附として作られる。貌の字が小

学校で習わな､､ので現在は地性線図と改臨

破砕帯…･･･ ･No.69, P9

岩石が地殻運動の力で破砕された職冊･断層にそっ

て生じ地跳の弱線。岩蜘は粘土化しやすくなり地蓮

り，崩落，湧水等の原因となる地質上の要注意･…赤

線地幣。
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スペクトロゾナル．フイルム.No. 69,P22

ソ述でIMI発されたフォールスカラーフ,ｲルム（赤外

フィルムの項参照)。鷲通， カラーフペルムば3原色

に発色する3つの乳剤の層が塗られているが,このプ

ィルムは赤外線に感光し，赤1，像に発色される層と，

ほぼ可祝光線範囲に悠光し．青い像を作る層の2つだ

けで出来ている。二相カラーともいい，感光度が荊<

費用も安い，色の世界でも中'割政党がなければ物の判

断はテキペキと行なえる。

昭和43年9月1日発行（2カ月1回発行）
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中庭測量K、 K.
東京都渋谷区血比野3－1-3(M3)7311

日 本航業K. K.
広胤市出島町21－4広島（51）鱒34

日本林業技術協会
]l!京都千代田区六稀町7(261)5281

KK.大場土木建築辨務所
〕!〔京都渋谷区謝ケ谷2-14-9(467)2191

K．K.大阪写真測蹴所
大阪市天王寺区上本田町3－3大砿(768)3141

大阪測量K. K.
大阪市生野区甜mmf中1－s大阪(717)2139

パシフィック航業K、K
東京都目黒区東山2－13－5m1）6391

昭和測斌工業KK
東爵郷江戸川区小桜川･lS7(683)3551

KK測地文化社
東京都新宿区戸111町37(203)7674i

大成測量KK
亜京都世田谷区奥沢町5－22〈7鯛）1321

大洋航空K. K.
東京都渋谷区施曝3－弱－5（376）7736

大洋測量K, K.
東京都大田区上池上町92“6）2511

束北測量K. K.
青森市合浦1－2－16青森（4）8331

束興測趾設計K. K.
ロ黙区上目照.1-17-1 (719)6j191

束洋航空事業K. K.
東京都豊島区耐池袋1-17-4

（岡田ピル） （986）1531

羽 後 測 避 所
秋田市樽山南中町9－48秋田（2）7849

アジア航測K K.
東京郡世田谷区弦巻5－2-16(@129)2151

朝日測量設計K.K.
到疏都中野区中野6－32－18（369）1266

第一航業K. K.
東京都【I'野区中野4－7-11(386)2191

大和測量殼計K,K.
東京都杉並区大宮前4－〃3“4）3311

大同航測K. K
東京稲世田谷区径堂5－12－2（3”幅77

富土航測コンサルタントK.K.
大阪市西区江戸堀5－155大阪（441）4025

常士測蛾K. K.
大阪市天王寺区伶人町65大薮（771）5422

八州測戯K、 K・
東京都折梱区柏木1－74“2）3621

平和測 .it K K,
東(都港区芝二本楓西町3（441）3905

東日本航空K. K.
埼玉蝿上足立郡新座町野火止2Z6048･1(71)2555

北海銃測K. K.
ｷ醗市北4条西20丁目（北西ピル内）

札幌（61）8043

関東測厳K， K.
前橘市変町1－18－24m侭（2）6895

K． K. 協同測量社
長野市安茂里671焚野（6）5691

K.K.協立コンサルタント
東京都大田区矢口2-13-6 (733)7721

北日本測戯K. K.
金沢市笠市町n－u金沢（”0969

国際航業K. K.
東京郁千代田区六稀町2（262）6221

K. K.航空辱真測量所
東京獺台東区上野3－1-8$33)4251

中日本航空測量K. K.
名古屋市熱田区花変町3－2－1

端古屋(881）6178
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1F務局・東京都千代田区六稀町7番地
日本林業技術協会 TEL(261)5281
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